【講義３】写本について―奥書・識語を中心に by 海野 圭介


































































































































































































































































































中野三敏『和本の海へ 豊饒の江戸文化』（角川書店（角川選書），2009 年） 
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⑤『新古今和歌集』（92-42） 2 帖 巻尾（奥書部分） 
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②『古今和歌集』（99-4） 伝頓阿（1289－1372）筆 1 帖 DOI：10.20730/200003052 
②『新古今和歌集』（92-5）懐風弄月文庫（後藤重郎旧蔵書）長享元年（1487）写 2 冊 甘
露寺親長（1424－1500）筆 DOI：10.20730/200014094 
③『新古今和歌集』（92-33）懐風弄月文庫（後藤重郎旧蔵書）〔室町中期〕写 2 帖 DOI：
10.20730/200014131 
④『新古今和歌集』（92-42）懐風弄月文庫（後藤重郎旧蔵書）〔江戸中期〕写 2 帖 DOI：
10.20730/200014143 
⑤『愛染王法』（ヤ 4-153）粘葉装 1 帖 ※表紙に「信州 清祐之」の伝領識語。DOI：
10.20730/200008365 




から画像を公開しています。上記の DOI はその識別番号） 
（2018 年版（海野圭介担当）、2017 年度版（小山順子担当）を改訂） 
